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はじめに

　ガールスカウト東京第178団の「インターネットの使い方を知ろう！」の講習資料を公開します。この講習は東京第178団の土屋江梨リーダーが企画し、電通大の土屋の協力により2016年2月14日に開催されました。
　この講習はジュニア部門を対象にしています。中学生になると、スマートフォンや携帯電話を持ち始めインターネットを利用することが当たり前となります。その前に心得を知ってほしいという思いから開催しました。インターネットの良いところと悪いところを知り、さらに実際に触ってみて便利さと怖さに気づいてほしいを目的にしています。
　配布する講習資料を参考にして、皆さまオリジナルの講習を行ってください。

　本講習資料内のイラストはフリーのものを利用しています。そうでないものを利用しているとお気付きの場合はご連絡ください。直ちに修正します。

　本講習資料の利用・変更は、ガールスカウト活動及び児童への非営利なインターネット講習を目的とする限りこれらを許可します。変更しての再配布については以下のPONNY CHATを除き許可します。
　実習に利用するチャットプログラムはKENT-WEB様のPONNY CHAT

http://www.kent-web.com/chat/ponny.html
に変更を加えたものを利用しています。KENT-WEB様より再配布の許可を頂きましたので、講習資料として配布します。再配布に御快諾頂けました事をこの場を借りて感謝いたします。KENT-WEB様、ありがとうございます。
配布物について
　アーカイブファイルには
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講習用パワーポイント資料
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PONNY CHATプログラム（改造済）
が含まれています。worksheet.docは受講するスカウトの人数分印刷しておく必要があります。ponnychat-modified.zipについては後ほど解説します。
講習会場・事前準備

　講習会場はPC教室等を利用することを想定しています。スカウトの人数プラスリーダーやお手伝いの方の数だけPCがあることを想定しています。講習にはパワーポイントを利用しますので、プロジェクター等が利用出来る必要があります（印刷して配布しても大丈夫とは思います）。

　講習を担当するリーダーはあらかじめ、

· 便利さが伝わるようなメール

· 迷惑メールやフィッシングメール

· Google
· Yahoo質問箱等のコミュニティサイト

· 学校裏サイト、もしくはそのまとめサイト等。検索すると見つかります。

· 講習時間にSkype等のテレビ電話で会話できる相手

を用意してください。ウェブサイト等はブックマークしておくと便利です（見られてなくないブックマークは削除しておきましょう）。

　PONNY CHATを動かすためにサーバを設置する必要があります。十分にテストしておく必要があります。これに関しては最後に解説します。

講習シナリオ

1. 集会開始のあいさつ。リーダー以外が講師を務める場合は、講師の紹介

2. パワーポイント1枚目

3. パワーポイント2枚目

スカウト達一人一人に今までインターネットを使ったことがあるか、何に使ったかを聞きます。想定される回答としては、親のPCやスマートフォンで調べ物をした、Youtubeを見た、ゲームをやらせてもらった、小学校の授業で検索をしたことがある等が考えられます。


4. パワーポイント3枚目

インターネットは世界中のコンピュータを色々な方法で繋げたものであると説明します。そこで色々なことができることを、上で聴取したスカウト達の体験を交えながら紹介します。
ポータルサイトのトップページを見せてニュース等が読めることを紹介します。。
Googleで住所を検索してGoogle mapsで地図を表示させ、さらにストリートビューで周辺の様子を確認できることを紹介します。出かける前に目的地の様子がわかるので便利であると教えます。
Yahoo質問箱等のQ&Aサイトで困っていることを相談できることを教えます。好ましいと思われない場合は省いてもよいでしょう（ジュニア部門にはまだ刺激が強すぎると思われる場合は省きます）。
メールのやりとりを見せて、電話とは違ったコミュニケーションであることを教えます。交換日記みたいなものかもと説明するのもよいかもしれません。
Skype等のテレビ電話を使ってみます。カメラを会場に向けてスカウトたちの様子がテレビ電話で相手に送られているのがわかると盛り上がります。
インターネットって便利で、使えるようになると役に立つ、と締めくくります。


5. パワーポイント4枚目

スカウト達一人一人に携帯電話やスマートフォンを持っているか、使ったことはあるかを聞きます。想定される回答としては、塾の行き帰りがあるので携帯電話を買ってもらった。親のスマートフォンを借りてゲームをしたことがある等が考えられます。


6. パワーポイント5枚目

携帯電話とスマートフォンを説明します。基本的には持ち歩けて電話がかけられるPCであると教えましょう。PCより持ち歩ける分便利で手軽に使えることを指摘します。


7. パワーポイント6枚目

スカウト達一人一人に中学生になったらたぶんスマートフォンや携帯電話を持つことになると思うが、何に使ってみたいかを訊いてみます。
想定される回答としては、お母さんみたにLINEがやりたい、暇なときにゲームやYoutubeを使いたい、友達とメールをしたい等が考えられます。


8. パワーポイント7枚目

携帯電話とスマートフォンを持つ際の注意を指導します。第一にはスカウトとそのご両親できちんと約束を作ってそれを守ること、第二に自分の電話番号やメールアドレスをむやみやたらに人に教えないことを強調します。
携帯電話やスマートフォンにはTPOがあることを教えてください。使ってはいけない場所（電車内での会話、映画館等では電源を切る）、一日中使わない（使っていい時間を決めよう）、勉強に使わない（集中できなくなる事、何でも検索するのはよくない）等です。
ここで、迷惑メールをいくつか見せて、メールアドレスが悪用する人たちに渡ってしまうとこういうメールを受け取って迷惑すること、場合によっては被害を受けてしまうことを説明します。


9. パワーポイント8, 9, 10枚目

メール等の文字のコミュニケーションに関する諸注意を説明します。メールは手紙のように作法があること、対面しての会話や電話での会話と違って、相手がどのように感じているかがわからないことを説明します。パワーポイント9, 10枚目を用いて、お使いを頼まれるにしても、どちらが気持ちいいかな、これがお父さんじゃなくて、友達からいきなりこういうメールが来たなどんな気分になるか考えてと、スカウトに答えてもらいます。

10. パワーポイント11枚目

お母さんがLINEを使っている人はいますか、という問いかけと挙手から始めるのがよいでしょう。LINE等のチャットについては電話とメールが合わさったようなものと説明するのがよいと思います。また、ここでFacebookやtwitterを見せて、自分がどういう生活をしているかを友達に紹介する、世界中の人に向けて自分が何をしているか自分が何を考えているかを発表できる場所があることを説明するのもよいと思います。


11. パワーポイント12枚目

スカウト達一人一人にPONNY CHATを体験してもらいます。テーマを決めてチャットを行わせるのがよいでしょう。
ジュニア部門でしたら小学校でPCの実習を経験しているはずです。ある程度はキーボードが使えるは思いますが、リーダーやお手伝いの方はスカウト達を手伝ってください。また、サクラとしていくつか書き込みをしてみるのも悪くないと思います。
十分に経験した後で、講師側のPCでログを確認します。チャットがどういう内容だったかをスカウト達に確認してもらった後で、こういう誰が書いたかわからないチャットや掲示板を無記名制のチャットや掲示板と呼ぶことを説明します。無記名だと誰が何を書いてもわからないから何を書いてもいいか、と問いかけて考えてもらいます。意見を聞くのもよいでしょう。
よく考えてもらった後で、PONNY CHATの記名状態に変更します。すると、発言内容が色分けされIPアドレスが表示されるようになります。
実は、チャットの管理人は、誰がどこから書き込んでいるかを知っていること、悪口やいじめを書けば、誰が書いたかがわかってしまうことを教えてください。
ここで、ネットいじめ等の被害にあったらきちんと相談をするように指導してください。いじめが収まらない場合は、相手が誰かを調べる事ができることを教えてください。

上記のような効果を求めず、単純なチャットの実習とするならば、オリジナルのPONNY CHATや他のチャットプログラムを用意して、それを用います。その場合は、まとめとしてチャット時の言葉遣い等を注意してください。

12. パワーポイント13枚目

今日の集会で、思ったこと、感じた事、わかった事等をワークシートに書かせてください。


13. パワーポイント14枚目

まとめとその他の諸注意を簡単に話します。ワークシートを集めてください。


14. 集会の終わりの挨拶

講習シナリオの補足
　インターネットの説明と、携帯電話・スマートフォンの説明を別個に行っていますが、ここは組み合わせて１枚で説明できるよう変更するのもよいと思います。

　最後のまとめで触れるだけの著作権の問題等を早めに説明するのもよいでしょう。我々の講習では、そこまで踏み込まないようにしています。
　子供がインターネットやスマートフォンを使う際の心得を説明した資料は、たくさんあります。講習を行う前に調べてみて、講習の内容を適宜変更してください。
　講習の内容はスカウトのご両親に周知してください。スマートフォン等を買い与えるときに、講習の内容を思い出して活用するようご連絡ください。

PONNY CHAT改造版について
　インターネットは無記名社会で何をやっても問題になることはない、というよくある誤解を解くための実習で用います。
　PONNY CHATをインストールして実習を行うにはCGIとしてperlが利用出来るウェブサーバが必要です。そのウェブサーバの設置場所は、実習に利用するPCがNATルータのLAN側に設置されているのならば同じLAN側に設置する必要があります。実習に利用するPCにグローバルIPアドレスが割り当てらえている場合はインターネットの上のどこに設置しても構いません。レンタルサーバ等が利用可能です。
　インストール作業についてはオリジナルのPONNY CHATと同様となります。


http://www.kent-web.com/chat/ponny.html
に従って作業を行ってください。
　アーカイブのまま動作させると、無記名チャットとして動作します。IPアドレスを表示させるためにはinit.cgiの75行目を以下のように変更してください。

$cf{ip} = 1;
エディタでこのように修正することで、その次のリロードからIPアドレスが色分けされて表示されます。色分けは16名まで対応しています。10名以上の利用者がいる場合は、ponny.cgiの138行目の配列@ipcolorの要素を増やしてください。

改造したPONNY CHATに関するお問い合わせはhideaki@cc.uec.ac.jpまでお願いします。東京近郊で実習環境を用意できない、あるいはPONNY CHATの設置ができない等のご相談も同様のメールアドレスまでご相談ください。
